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社会科学習指導案（地理的分野）
日 時 平成 24年１月 日（ ） 校時

学 級 糸満市立糸満中学校 1年４組
授 業 者 教諭 内山直美

１．単元名 第１部 『世界のさまざまな地域』 第３章 「世界の諸地域」

５節 アジア州「カンボジアに見る平和への取り組み」

２．単元設定の理由

(1)教材観

この単元は、世界の各州を対象として、それぞれの州内に暮らす人々の生活に関わる、州内の特色

ある地理的事象を基に主題を設定し、その追究を通してそれぞれの州の地域的特色を理解させること

をおもなねらいとしている。

「中学校学習指導要領解説社会編」では、我が国の国土認識だけでなく世界の諸地域の地理的認識

を養うことを重視することが明記されている。このような地理的認識を養うためには、日本や世界の

様々な地理的事象に生徒自らが関心をもって学習に取り組むことができるようにするとともに、学習

を通してさらに関心が喚起されるよう指導を工夫する必要があるとしている。その中で、「世界の諸

地域」においては、学習で取り上げる地域や国それぞれが、世界的視野から見てどのような地域的特

色をもっているか考えさせることが大切とする。さらに、世界地誌学習の特色の一つは「主題追究学

習」を取り入れたことにある。主題追究学習では、習得した知識が活用され、各地域の主な特徴を取

り上げて主題とした学びを構成する。「解説社会編」では、主題は、取り上げる地理的事象、既習内

容、難易度、生徒の生活体験、学習活動、配当時間などから教師によって設定することとしている。

主題の設定は各州一つ又は二つの主題に絞り展開するのが適切とし、各州に暮らす人々の生活の様子

を的確に把握できる地理的事象であること、また、我が国の国土の認識を深める上で効果的であるこ

ととしている。本研究では、この主題の設定を開発教育の視点で設定し、世界の地理的事象に自ら関

心を持ち、主体的に学習に取り組むよう指導を工夫したい。

(2)生徒観

本授業の実践に当たって、生徒の実態を把握するため、1 年生２学級 56 名にアンケート調査を行っ
た。質問内容は、地理学習に関することや、思考力、判断力、表現力を高めるための授業の内容を中

心に記載する。

「地理の授業で世界中にある問題や課題について知りたいと思いますか。」の質問に、57 ％の生徒
が、「思う」「どちらかというと思う」とし、理由に「少しでも知って、自分にできることがあれば行

いたいから」や「色々な国でどんな課題や対策法があるのか知りたいから」、「世界をより良くしたい

から」などと回答している。43 ％の生徒は、「あまり思わない」「思わない」とし、理由に「自分では
解決するのは難しいから」や「問題や課題があっても今は平和に暮らせるから」などの回答があった。

「授業の中で、問題や課題に対して考えることは好きですか。」の質問に、39％の生徒が、「好き」「ど
ちらかというと好き」とし、理由に「みんなで考えるのが好き」や「分かるともっと調べたいと思う

から」、「色々な考えを出せるから」などと回答があった。61 ％の生徒が「あまり好きではない」「好
きではない」とし、理由に「難しい内容だと考えるのが大変だから」や「時間がかかるから」などの

回答があった。「授業の中で、問題や課題に対して考えたことを、文章にしてまとめることは好きです

か。」の質問に、27 ％の生徒が「好き」「どちらかというと好き」とし、理由に「理由を自分のことば
でまとめるのが好きだから」や「意味が分かりやすくなるから」などの回答があった。一方 73％の生
徒が「あまり好きではない」「好きではない」とし、理由に「文章力や説明力がないから」「文章が苦

手」など、多くの生徒が苦手意識が高い。「地理を学ぶと、社会の一員としてより良い社会を考えるこ

とができるようになりそうですか。」の質問に、77％の生徒が「思う」「どちらかというと思う」とし、
理由に「学んだ後、家族と会話ができそうだから」や「日本だけではなく世界に目を向けられるから」

「人を思う社会ができるから」などの会とがあった。23 ％の生徒が「あまり思わない」「思わない」
とし、理由に「社会の一員になるのは難しそう」「学んでも何もしなかったら意味がないから」などの

回答があった。77 ％の生徒は、地理学習と社会参画を意識して取り組める生徒がいることが分かる。



- 2 -

(3)教材観

アジア州の中でも、カンボジアは、人口約 1300 万人で面積は 181,035 ㎢（日本の約半分）というア
ジアの中でも比較的小さな国である。首都プノンペンは、多くの人々やバイクや車で賑やかで、世界遺

産アンコールワットには、毎年多くの観光客が訪れる。1970 年から約 30 年間、カンボジアでは長い内
戦が続いた。その間、大虐殺やベトナム軍の侵攻などにより多くの人々が殺された。そして、内戦中に

埋設された対人地雷は約 600万個とも言われる。対人地雷は、殺すことよりも手足を吹き飛ばすなどを
目的とした残虐性がある。また、戦争と関係のない女性や子供も無残に傷つける無差別兵器でもある。

埋設された地雷が、戦争が終わり平和になった後も被害を起こし続けている。同じアジアにおいて、現

在も続く地雷被害の実態を生徒に知らせ、地雷廃絶に向けた活動と被害者支援を行っている団体がある

こと、また、持続可能な社会を目指して、私たちが何ができるのかを考えたい。

３．単元目標

季節風（モンスーン）の影響に着目し、自然環境と人口分布や土地利用との関係に気づかせるととも

に、アジアにおける戦争被害と平和への取り組みについて理解させる。

４．観点別評価の規準

社会的事象への 社会的な思考・判断 資料活用の技能 社会的事象についての知識・理解
関心・意欲・態度 ・表現
・日本とアジア ・季節風の及ぶ地域 ・統計資料などから、 ・自然環境の大観的な学習を通して、
諸国との関係を と及ばない地域の土 自然環境と土地利用や 季節風や土地利用な
明らかにする学 地利用の違いや人口 人口分布などとの関連 どの基礎的・基本的な知識を習得し、
習に意欲的に取 分布の違いについて、性を読み取り、それら 主題学習で追求した内容とあわせて、
り組もうとする 多面的・多角的な思 の学習成果を略地図な アジアの地域的特色と課題について

考や判断ができる。 どにまとめ イメージできる。
る。

５．単元の指導計画と評価計画

第３章（１）世界の様々な地域 ウ世界の諸地域（アジア）（５時間扱い）

過程 学習のねらい 学習内容 評価規準
習 １ ①広い範囲に及ぶア □アジアの地域区分、季節 【関意態】広い範囲に及ぶアジア州の自
得 時 ジア 風の影響 然環境に関心を持ち、地域的特色を意欲
活 間 ・アジア州について ・アジア州の地域区分を理 的に追求しようとする。
動 目 の学習に対する関心 解させる。 【思判表】季節風の影響により、雨季と
の を高めさせるととも ・アジア州の地勢を地図帳 乾季の違いや、降水量に大きな差が生じ
段 に、アジアの自然環 で大観させる。 る理由を説明することができる。
階 境のおおまかなよう ・アジア州の気候帯の分布 【技能】雨音図から、雨季と乾季の時期

すを、季節風に着目 を地図帳で大観させる。 や降水量の違いを読み取ることができ
させて捉えさせる。 ・季節風の影響と降水量と る。

の関係について理解させ 【知理】アジアの地域区分ごとに、気候
る。 帯や季節風の影響について理解してい

る。
２ ②多様な文化と集中 □多様な民族と宗教、人口 【関意態】マレーシアにはさまざまな民
時 する人口 分布 族がくらしていることに関心を持ち、ア
間 ・アジアの文化や人 ・アジアの文化的特色は文 ジアの文化や人口の特色を意欲的に追求
目 口の特色を、人々の 化交流によるものであるこ しようとしている。

交流や移動に着目さ とを考察させる。 【思判表】人口密度の高い地域と低い地
せて捉える。 ・キリスト教やイスラム教 域の違いが生じる理由を、地形や気候な

が交易路を通じて広まった どの面から説明することができる。
ことを理解させる。 【技能】主題図やグラフから、地域ごと
・主題図を比較して自然環 に、アジアの宗教分布を読み取ることが
境の違いにより、人口密度 できる。
に地域差があることを考察 【知理】アジアの多様な文化がはぐくま
させる。 れてきた背景や、世界一の人口集中地域
・人口の増加がもたらす影 の問題点について理解している。
響について考察させる。

３ ③降水量と関係が深 □季節風の影響と土地利用 【関意態】地域によるアジアの農業のよ
時 いアジアの農業 ・主題図を比較して、稲作 うすの違いに関心をもち、農業と降水量
間 ・アジアの農業の特 地域、畑作地域、牧畜の分 との関係を、意欲的に追求しようとして
目 色を、降水量との関 布と降水量との関係を理解 いる。

係に着目させて捉え させる。 【思判表】稲作・畑作・牧畜が行われて
る。 ・土地利用と食文化の関係 いる地域と降水量との関係を表にまと

を読み取らせる。 め、説明することができる。
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【技能】降水量、農業地域区分、自然環
境、人口分布など複数の主題図を比較し、
相互の関連性を見いだすことができる。
【知理】季節風の影響で降水量が多い地
域と、季節風の影響で及ばず乾燥した地
域とでは土地利用が大きく異なり、人々
の食生活や人口密度と関連性があること
が理解できる。

４ ④工業化が進むアジ □工業化の発展、西アジア 【関意態】タイに進出している日本の自
時 ア の石油資源 動車会社に関心を持ち、工業化が進むア
間 ・アジアの鉱工業の ・独自に工業化を進めた国 ジアのようすを、意欲的に追求しようと
目 特色を、外国企業と や IT 産業を発展させた国 している。

の関係や原油の生産 について理解させる。 【思判表】東南アジアの工業化や西アジ
に着目させて捉えさ ・外国企業を誘致して工業 アの発展の理由と背景を説明することが
せる。 化を進め できる。

ている国があることを理解 【技能】グラフや主題図から、アジアの
させる。 工業化の進展のようすを読み取ることが
・外国企業がアジアの国に できる。
進出するねらいについて考 【知理】東南アジアでは、人材を生かし
察させる。 た外国の企業を工業化を進め、西アジア
・石油資源のある国々の経 の産油国は、豊富な資金により、労働者
済発展について読み取らせ と技術を受け入れて国づくりを進めてい
る。 ることを理解している。

活 ５ ⑤カンボジアに見る □「カンボジアに見る平和 【関意態】平和で持続可能な社会を構築
用 時 平和への取り組み への取り組み」 するために、カンボジアの人々の願いと
の 間 ・カンボジアの自然 ・フォトランゲージ～写真 ＮＧＯによる国際協力について知る。
段 目 や人々の暮らしと現 から読み取る～ 【思判表】カンボジアの地雷撤去の取り
階 実について理解す ・なぜ、義足や義手の人が 組みに、私たちができることは何かを考

本 る。 いるのか考え推測する。 える。
時 ・平和で持続可能な ・被害にあった子どもたち 【技能】フォトランゲージで写真から読

社会を構築するため を知る。 み取ったことを書き出す。
に、カンボジアの人 ・対人地雷の除去後の農民 【知理】カンボジアの自然や人々の暮ら
々の願いとＮＧＯに への自立支援の現状を知 しと現実について理解する。
よる国際協力につい り、今、私たちができるこ
て知る。 とは何かを考える。
・パフォーマンス課
題を通じて、自分の
思考や表現を可視化
できる。

６ 指導計画

(1) 題材名（主題） アジア州 「カンボジアに見る平和への取り組み」

(2) 開発教育の視点
開発をめぐる問題と環境破壊などの地球諸課題との密接な関連を理解すること。

(3) 学習目標
①カンボジアの自然や人々の暮らしと現実について理解する。

②平和で持続可能な社会を構築するために、カンボジアの人々の願いとＮＧＯによる国際協力に

ついて知り、自分の考えを構築する。

(4) 本時の評価規準 （自己評価、パフォーマンス課題 200字）
(5) 本時の展開
過 学習活動 指導上の留意点 評価

程 ■活動 ◇教師の発問や指示 ○予想される生徒の反応 【言語活動】 規準

導 ■アイスブレーキング（クイズなど） ・挙手で解答させる。 知識
入 ■トンレサップ湖の写真。ここはアジアのどの国ですか? 理解

10 ■カンボジアの国旗は？ ■カンボジアの首都は？ 興味

分 ■カンボジアで有名な世界遺産は？ 関心
◇発問１ 【読み取り】

カンボジアのイメージを書きだそう。 ・アジアの中で、カンボ

○貧しそう ○かわいそう ○観光地が有名 ○危険 ジアを取り上げて学習す
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◇発問２ ることを意識させる。
カンボジアの基本データーを確認しよう。

展 ■本時の目標の確認 ・めあての確認
開 「カンボジアに見る平和への取り組み」

30 ◇発問３ 技能

分 「フォトランゲージ～写真から読み取ろう～」 ・カンボジアの自然と人
①子どもたちと学校 々の暮らし、同世代の子 思考

②高床式の白い校舎 写真には、義足や どもに注目させる。 判断

③水祭りの風景 義手の人がいるこ ・手足をなくした人々が 表現
④カンボジアの乗り物とお坊さん とに気づく いることに注目させる。

⑤義足工場

⑥手や足をなくした大人と合掌する子ども」
⑦カンボジアの乗り物 【解釈・説明】

⑧片手のない女の人

◇発問４ ・対人地雷の被害につい 思考
「なぜ、義足や義手の人がいるのだろうか」 て気づかせ、地雷の被害 判断

■写真：義足工場の写真 の実態と除去、廃絶への 表現

■写真：地雷と子どもたち 取り組みについてふれ
る。【解釈・説明】

◇説明：被害にあった子どもたちを知ろう。 ・現地の実態、人々の願 興味
・ボル・ビジット君（6歳） リアスメイちゃん（5歳） い、希望に注目させる。 関心

ブン・ヘイン君（13歳） チャン・テッド君（12歳） 【読み取り・解釈】

■カンボジアの人口ピラミッド
■トゥールスレイ博物館と沖縄

■対人地雷撤去を行う NGOの取り組みを視聴する。（10分） ・NGO の活動について 興味

知る。【読み取り・解釈 関心
・説明】

終 ■本時のふり返りを行う（自己評価、パフォーマンス課題 200字）・それぞれの問いを抱か 思考

末 「カンボジアの地雷撤去の取り組みに、私たちができることは せ、次世代市民として私 判断
10 何かを考えよう。」 たちに何ができるのか考 表現

分 《地雷撤去の取り組みランキング》 える。・平和や人類の福

Ａ 地雷撤去に取り組んでいるＮＧＯグループに募金する。 祉への貢献について考え
Ｂ カンボジアの地雷被害について、身近な人に伝える。 る。【論述】

Ｃ 文化祭や学園祭で地雷被害の様子を伝える。

Ｄ 学校に募金箱を設置して活動を行う。100 円玉 1 枚で 1
平方メートルの地雷原（地雷が埋まっている場所）をき

れいにできる。

Ｅ 書き損じなどで使用できなくなったハガキを回収する箱
を学校に設置して届ける。

Ｆ カンボジア地雷問題を知るために、他の国の地雷の問題

について調べる。

私は、地雷撤去の取り組みに対して、○○○ができると思い

ます。その理由は・・・・・・だからです。

(6)本時の評価
◇カンボジアの解決すべき課題を、根拠を持って説明できている。【思考力・判断力・表現力】

〈評価のためのルーブリック〉 ＊論理的：意味の通る ＊根拠：具体的に

評価 内 容

A カンボジアの平和のために、私たちに何ができるか、複数の根拠に基づき論理的に意見が述べられている。

B カンボジアの平和の構築のために、私たちに何ができるか、一つの根拠に基づき、論理的に意見を述べている。

C 意見に根拠がなく、論理的ではない。

【参考文献・資料】

・『カンボジアを知るための 62章』（上田広美・岡田知子 明石書店 2012）
・一般財団法人 CMC「カンボジア地雷撤去キャンペーン」ホームページ


